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２０２３年６月 

（本月報は月末現在の報道などの公開情報を大使館で取りまとめたものです）   在ポルトガル日本国大使館 

 

【主要ニュース】 

【内政】★レベロ・デ・ソウザ大統領、「ポルトガルの日」で祝辞を述べる。 

★ロベルタ・メツォラ欧州議会議長がリスボンを訪問 

【外交】★アントニオ・コスタ首相、アンゴラを訪問 

★大石長崎県知事がポルトガルを訪問 

【経済】★ポルトガル投資貿易促進庁（ＡＩＣＥＰ）新会長兼ＣＥＯ就任 

(上記主要ニュースには以下本文にて★が付されている) 

内政 

★レベロ・デ・ソウザ大統領、「ポルトガルの日」で祝 

辞を述べる  

６月１０日、レベロ・デ・ソウザ大統領は、ポルトガ

ル北部のペーゾ・ダ・レグーアで 行われた「ポルトガ

ルの日」を祝う式典に出席し、祝辞を述べた。レベロ・

デ・ソウザ大統領は「毎日、私たちは喜びと悲しみの中

でポルトガルを創造していることを実感している。毎年

６月１０日は、それぞれ異なる日であり、毎年この日に

私たちは約９００年の過去を思い起こし、現在への力を

倍加させ、新しい未来を夢見るのだ。（中略）ポルトガ

ル語は世界で５番目に多く話されている言語であり、南

半球で２番目に多く話されている言語及びデジタル言

語である。また、約２００か国の中から選出された国連

事務総長もポルトガル人であり、再選したのもポルトガ

ル人である。（中略）この美しいドウロ川の側で、私た

ちの未来を、現在より更に良いものにするために、再創

造しよう。ドウロ川万歳！ポルトガル万歳！」と力強く

締めくくった。 

 

★ロベルタ・メツォラ欧州議会議長がリスボンを訪問 

６月１５日、ロベルタ・メツォラ欧州議会議長はリス

ボンを訪問し、共和国議会でスピーチを行った。メツォ

ラ欧州議会議長は演説内で「ヨーロッパは、戦争、経済、

気候変動、パンデミック後の回復など、我々が直面して

いる課題は多くあるが、その課題を乗り越えようとする

我々を誇りに思っている」と述べた。アントニオ・コス

タ首相は来年行われる欧州議会選挙に言及し、「欧州議

会は欧州の民主主義の中心である。２０２４年６月の選

挙は、我々が望む欧州を実現すべく意見を述べることが

できる絶好の機会である」と、自身のツイッターを用い

て、来年の欧州議会選挙への投票をポルトガル国民へ促

した。尚、メツォラ欧州議会議長によるポルトガル訪問

は、５月にレベロ・デ・ソウザ大統領が欧州議会で演説

を行った際にロベルタ・メツォラ議長を招待し実現した

ものである。 

 

●レベロ・デ・ソウザ大統領が「世界難民の日」にメッ

セージを発出 

 ６月２０日、レベロ・デ・ソウザ大統領は国連が定め

る「世界難民の日」に大統領府ホームページにメッセー

ジを掲載した。レベロ・デ・ソウザ大統領は、ポルトガ

ルの難民に対する寛容さと、難民に対する差別反対に言

及しつつ、「世界には約４，３００万人の難民がおり、

彼/彼女等の将来を守っていかなければならない」と述

べた。ポルトガルの政府発表によると、２０２２年にポ

ルトガルが受け入れた難民の数は過去７年間の１３倍

であった。２０１５年から現在まで、一時待機難民も含

めると７万２，０００以上の難民がポルトガルに到着し
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た。６月２０日の「世界難民の日」にトルコから新たに

３３人の難民がポルトガルに到着した。 

 

●インテルカンプス社の世論調査結果 

６月２日、インテルカンプス社は政党支持に対する世

論調査の結果を発表した。与党・社会党（ＰＳ）の支持

率は２２．４％（前月比２．８ポイント減）となった。

最大野党・社会民主党（ＰＳＤ）の支持率は２４．１％

（前月と同値）となり、最大野党ＰＳＤの支持率が与党

ＰＳを上回った。その他政党では、左翼連合（ＢＥ）、

リベラル主導党（ＩＬ）、自由党（Ｌｉｖｒｅ）、人と動

物と自然の党（ＰＡＮ）の支持率は増加した。第３政党

であるシェーガ党（ＣＨ）の支持率は１１．８％（前月

比１．４ポイント減）となった。以上の結果を踏まえる

と、右派政党の合計支持率（４４．０％）は、左派政党

の支持率（３８．０％）を大きく上回る。 

同社による最新の政党別支持率は以下のとおり。 

政党 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 

PS 27.0 26.3 23.4 25.9 25.2 22.4 

PSD 22.1 24.9 22.8 24.2 24.1 24.1 

CH 9.6 9 11.6 13.5 13.2 11.8 

IL 7.5 6.4 7.4 7.0 7.3 8.1 

BE 7.5 6.3 4.8 6.7 7 7.9 

CDU* 3.8 3.1 3.9 3.2 4.3 3.8 

PAN 3.1 3.1 2.4 1.5 2.3 3.6 

CDS** 1.9 0.6 0.9 1.3 1.4 2.2 

Livre 1.7 2.0 1.3 2.4 1.1 2.2 

※ポルトガル共産党（ＰＣＰ）・緑の党（ＰＥＶ）の連

合 

※※現在無議席 

 

外交 

★アントニオ・コスタ首相、アンゴラを訪問 

６月５日、６日、アントニオ・コスタ首相はアンゴ

ラを訪問し、ジョアン・ロウレンソ/アンゴラ共和国大

統領と会談した。会談後にコスタ首相は、経済・金融

分野を中心とする１３の二国間協力協定に調印した旨

を発表した。注目すべきは、「戦略的協力プログラム２

０２３/２０２７」である。同プログラムでは、ポルト

ガル・アンゴラ間の信用供与枠が１５億ユーロから２

０億ユーロに増額となった。アントニオ・コスタ首相

は、今後のアンゴラとの協力について、「教育、司法、

内政といった従来の分野に加え、観光、行政、デジタ

ル移行、ブルーエコノミーといった新たな分野でも協

力を広げていく」と述べた。加えて、コスタ首相は、

レベロ・デ・ソウザ大統領が、来年４月２５日の革命

５０周年を記念する式典に、アンゴラを含むポルトガ

ル語圏アフリカ諸国の首脳を招待すると発表した。 

 

●レベロ・デ・ソウザ大統領、南アフリカを訪問 

 ６月５日から８日にかけて、レベロ・デ・ソウザ大

統領は、シリル・ラマポーザ南アフリカ共和国大統領

の招待により、同国を訪問した。レベロ・デ・ソウザ

大統領はケープタウン、ヨハネスブルグ及びプレトリ

アを訪れ、一部日程にはアントニオ・コスタ首相、エ

レーナ・カレイラス国防大臣も同行した。両大統領間

の会談に加え、ヨハネスブルグでは大学訪問やアパル

トヘイト博物館の見学も実施された。加えて、訪問し

た３つの都市で、６月１０日の「ポルトガルの日」を

祝うべく、在南アフリカ共和国のポルトガル人との交

流も行われた。ポルトガル大統領が最後に南アフリカ

を訪れたのは、２０１３年であり、今回の訪問は以来

１０年ぶりとなった。 

 

●ポルトガル政府、カナダに消防士１００人以上を派

遣 

 ポルトガル政府は、カナダのケベック州で起こって

いる大規模な森林火災に対応するため、２００人以上

の消防士を現地に派遣すると発表した。派遣部隊に

は、消防士に加え、国家緊急・市民保護局、国家警備

隊（ＧＮＲ）の職員などが含まれる。ポルトガルの部

隊は、フランス、スペインの部隊と共にＥＵ市民保護

メカニズムに基づいて派遣され、計２８０人の消防士

が派遣される。ポルトガル政府の発表によると、今回

の派遣は、「ポルトガルにおける翌週の森林火災リスク

が極めて低い」ことから決定された。ポルトガルでも

近年、気温上昇、降雨不足及び森林火災による影響が

問題視されている。国内の森林に関しては、６月７

日、ドゥアルテ・コルデイロ環境・気候行動大臣が、

ポルトガル議会農業・漁業委員会の公聴会の冒頭演説

にて「今後、林業分野に４億５，０００万ユーロ以上

の投資を行う」と述べ、国内の森林火災予防対策の強

化を強化する旨発言した。 

 

●レベロ・デ・ソウザ大統領、英国を訪問 
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６月１４日、１５日、レベロ・デ・ソウザ大統領は

英葡永久同盟（１３７３年に結ばれた世界最古の軍事

同盟）６５０周年の記念行事に参加するため、イギリ

スを訪れ、バッキンガム宮殿で国王チャールズ３世に

歓迎された。記念式典はイギリス・ポルトガル軍双方

の協力の下行われた。 

 

●マッキー・サル/セネガル共和国大統領のポルトガル

訪問 

 ６月２０日，マッキー・サル/セネガル共和国大統領

はポルトガルを訪問し、レベロ・デ・ソウザ大統領に

歓迎された。その後、アントニオ・コスタ首相との会

談も実施された。コスタ首相は会談後、「セネガルに

はすでにポルトガル企業が進出しているが、ブルーエ

コノミー、エネルギー、インフラなどの分野では、ま

だまだ開拓の余地がある」とポルトガル企業の更なる

セネガルへの進出を促す旨を発言した。その後、マッ

キー・サル大統領は、レベロ・デ・ソウザ大統領主催

の晩餐会に参加し、コスタ首相、サントス・シルヴァ

共和国議会議長などが参加した。 

 

●コレイア・イ・シルヴァ/カーボベルデ共和国首相

のポルトガル訪問 

６月２０日、コレイア・イ・シルヴァ/カーボベルデ

共和国首相はポルトガルを訪問し、アントニオ・コス

タ首相と会談した。訪問期間中、両首相の立ち会いの

下、ポルトガル側が約１,２００万ユーロを拠出する環

境気候基金を設立するための二国間協定に署名がなさ

れた。アントニオ・コスタ首相は、「気候変動への移行

を加速させるために必要な投資資金を調達するため

に、既存の債務を基金に転換するものであり、世界的

に見ても革新的な仕組みである。」と述べた。コレイ

ア・イ・シルヴァ首相は、再生可能エネルギー（風

力、太陽光）、グリーン水素、電気モビリティ分野への

ポルトガル企業からカーボベルデへの投資を期待して

いる旨を述べた。 

 

★長崎県知事がポルトガルを訪問 

６月２３日から２６日にかけて、大石賢吾長崎県知

事がポルトガルの２都市（ポルト・リスボン）を訪問

した。長崎市と姉妹都市であるポルト市では、ルイ・

モレイラ/ポルト市長を訪問し、会談した。リスボンで

は、本使、ヴィットル・セレーノ駐日ポルトガル大使

の立ち会いの元、ポルトガル外務省・カモインス言語

協力院と長崎県の間で協力覚書が結ばれ、フランシス

コ・アンドレ外務・国際協力担当副大臣と大石知事が

署名した。また、大石知事は２４日に開催されたリス

ボン日本祭りにも出席した。大石知事は、自身のツイ

ッターにて、「長崎県は、ポルトガル船が平戸に来港

して４７０年余りの交流の歴史がある。今回の訪問で

は、共にこれまでの歴史に感謝し、また、これからの

未来への想いを確認した。」と述べた。 

 

●ジェラルド・アルキミン/ブラジル副大統領のポル

トガルを訪問 

６月２８日、２９日、ジェラルド・アルキミン/ブラ

ジル副大統領がポルトガルを訪問し、アントニオ・コ

スタ首相及びレベロ・デ・ソウザ大統領と会談した。

訪問初日はコスタ首相と会談し、４月に行われたポル

トガル・ブラジル/ビジネスフォーラムを振り返り、二

か国間の経済協力について意見交換がなされた。２９

日には、レベロ・デ・ソウザ大統領主催の昼食会が開

かれた。両者は、欧州連合やポルトガル語圏共同体

（ＣＰＬＰ）の枠組みを含む二国間および多国間の問

題について話し合った。 

 

経済 

●国内３９の企業で、週休３日制を試験導入 

６月５日より、工業、ソーシャル・サービス、商業な

ど、国内３９の企業にて週休３日制度が試験導入された。

週休３日制の労働者へのメリットとして、生産性の向上、

心身の健康の維持、生活の質の向上などが挙げられる。

企業側は、労働時間の削減によるエネルギーの節約など

が挙げられる。今回のパイロット・プロジェクトは６か

月間行われる予定で、政府は事務・技術的なサポートは

提供するものの、財政的支援は行わない。 

 

★ポルトガル投資貿易促進庁（ＡＩＣＥＰ）新会長兼Ｃ

ＥＯ就任 

６月５日、フィリップ・サントス・コスタＡＩＣＥＰ

会長兼ＣＥＯが就任した。任期は３年となる。それに伴

い、６月１９日、ＡＩＣＥＰは新たな任期への目的を発

表するセッションを開催した。開会式で、ゴメス・クラ

ヴィーニョ外務大臣は「国際化するビジネスの難しさに

対応するため、ポルトガル企業の能力強化を継続してい

かなければならない。特に、まだ海外進出をしていない

ポルトガル企業へのサポートが重要である」と述べた。

その後、サントス・コスタ新ＡＩＣＥＰ会長兼ＣＥＯは、
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「我々は、高度技術を持った外国企業をポルトガルに誘

致し、高価値で輸出可能な製品を製造したいと考えてい

る」と、更なる海外企業のポルトガル進出を期待する旨

を述べた。 

 

●２０２３年４月の貿易取引量の発表 

 ６月９日、国立統計院（ＩＮＥ）は２０２３年４月の

貿易取引量の変化に関する数値を発表した。４月の貿易

取引量は、前年同月と比較し、輸出が－３．６％、輸入

がー５．７％増加した、貿易収支の赤字は、前年同月と

比較すると２億６，９００万ユーロ減少し、２２億４，

５００万ユーロとなった。 

 

●２０２３年５月の消費者物価指数の発表 

６月１４日、国立統計院（ＩＮＥ）は２０２３年５月

の消費者物価指数（ＣＰＩ）を発表した。５月のＣＰＩ

は前月を１．７％ポイント（p.p）下回る４．０％とな

った。なお、本数値は、４月中旬より施行された一部の

生活必需食品に対する付加価値税の一時的撤廃の影響

であると考えられている。他方、インフレの指標となる

食料品及びエネルギーを除いたコアＣＰIは５．４％と

であり、前月から１．２％の減少となった。 

 

●欧州統計局、ＥＵ内の貧困に関する統計を発表 

６月１４日、欧州統計局によると、２０２２年、ポル

トガル人口の２０．１％が貧困及び社会的排除の危険に

さらされている。この数値は欧州諸国の中で１２番目の

低さであり、欧州平均（２１．６％）をわずかに下回る。

ポルトガルの数値は前年２０２１年の２２．４％から改

善した。ＥＵ内で最も高い数値は、ルーマニア (３４%)、

ブルガリア (３２%)、ギリシャ、スペイン (２６%)であ

った。 

 

●２０２３年の経済成長率予想の発表 

６月１６日、ポルトガル銀行は、２０２３年度の経済

成長率予想を発表した。今回発表された数値は２．７％

となり、前回の発表（１．７％）から上方修正となった。

アントニオ・コスタ首相は、「今回のポルトガル銀行の

発表において最も重要な事は、この成長はポルトガル経

済の構造的変化によるものである」と述べ、政府が行っ

てきた経済政策の効果について前向きに発言した。 

 

●２０２３年５月時点での失業者数の発表 

６月２０日、ポルトガル職業安定所（ＩＥＦＰ）は５

月の失業率を発表した。ＩＥＦＰの発表によると、２０

２３年５月時点で、国内全土で２８万５,８５５人が失

業者登録を行っており、同年前月から３．２％の減少と

なった。前年同月との比較では、３．６％の減少となっ

た。失業者全体に対する若年失業者数は３０，０１１と

なり、同年前月比で５．８％の減少となった。今月の失

業者数はポルトガル全域で減少したが、特にアルガルヴ

ェ地域での減少（同年前月比１５．９％）が顕著であっ

た。 

 

 

 

 

 

                      （了） 


